






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＊ ＊ ＊ 
中央労働学園における大河内一男教授の所在の確定は，法政大学社会学部の学部
創設時の基本姿勢の確認に通じている。ここで議論を一年前の本誌における「協調
会から中央労働学園」に戻したい。
中央労働学園大学社会学部の理事長となり，初代の法政大学社会学部長となった
のは村山重忠であった。その村山に，大河内はあるメッセージを託していた。それ
は「大河内の村山さんあれこれ」という追悼文に読みとれるものとなっている。
大河内は，生前の村山を囲む環境が「テレビのタレント業」に忙しかったり「政
党のヒモ付き」になったりしている「研究者」が多いものであったことを指摘して
いた。そのような環境にあって，村山は，「研究や調査が心から好きな人」で通し
ていたとするのが大河内の村山評価であった。世俗的な研究環境の中にあって禁欲
的な姿勢を守り通すこと，そのような学風の場を保持することが年少の大河内によ
って年長の村山に託されていたのであった。
社会政策の調査研究機関である協調会は，労働問題の調査研究機関であり「学徒
の団体」である中央労働学園へ移行した。それら，協調会や中央労働学園の「精神
を尊重」（合併契約書，1951年）して設立された法政大学社会学部であった。村山は，
法政大学社会学部において，大河内の社会政策論と労働問題論を社会・労働問題論
として継承した。村山の社会・労働問題論の特徴は，あくまで実証的であることで
あった。
以上
162 
